
手 直 し 処 置 事 項

KJR338K

工事検査結果復命書兼工事成績評定書
発注番号

所属コード 発注年度債務区分 科 目 （ 節 ） 工 事 番 号

第 - - - 号

所 属 名

工 事 の 種 類 総 括 監 督 員工 事 の 分 野県 事 業 名

路 河 港 等 名施 工 場 所

設 計 額 ( 円 )
着 工

当 初
変更後(最新)

契 約 額 ( 円 ) 契 約 工 期
完 成 期 間

設 計 概 要

当 初 変 更 後 ( 最 新 )

検 査 実 施 検 査 員 立 会 人実 完 成

年 月 日

評

定

評定 点

1

10

2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

（完成検査）

主 任 監 督 員

工 事 名

年 月 日 初
検

項 目 細 別

①施工体制一般

②配置技術者

①施工管理

②工程管理

③安全対策

④対外関係

①出来形

②品 質

③出来ばえ

該当 事項

構造物等の品質粗悪

設計書・仕様書と相違

構造物等の全面的損壊

出来形過不足、品質等

許容値超過が小範囲、少数

特に軽易な場合

処置

手直完了後再検査

手直後に工事執行機関の長が確認

手直後に監督員による確認

CD

A1

A2

A3

B1

B2

C1

A A' B B' C

別記様式第１号

課 長 補 佐 工事検査専門員 検 査 員

検査員所見

１．工事完成確認

２．口頭又は指示書による手直し事項

①施工条件等
への対応

工 事 検 査 監工事検査課長

＋ 点

施 工 体 制

施 工 状 況

出 来 形
及 び

出 来 ば え

創 意 工 夫

工 事 特 性

１

２

３

４

５

代 表 者 名

契 約 業 者 現 場 代 理 人 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

主 任 ( 監 理 ) 技 術 者 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

環境森林部長 総 括 次 長 技 術 次 長 自然環境課長 課 長 補 佐 担 当 ﾘ ｰ ﾀ ﾞ ｰ 担 当

６ 社 会 性 等

①創意工夫

①地域への
貢献等

D E

＋ 点

-1-

（工事執行機関の長へ提出するものは、その機関の決裁区分による）
（１）環境森林部



手 直 し 処 置 事 項

KJR338N

工事検査結果復命書兼工事成績評定書
発注番号

所属コード 発注年度債務区分 科 目 （ 節 ） 工 事 番 号

第 - - - 号

所 属 名

工 事 の 種 類 総 括 監 督 員工 事 の 分 野県 事 業 名

路 河 港 等 名施 工 場 所

設 計 額 ( 円 )
着 工

当 初
変更後(最新)

契 約 額 ( 円 ) 契 約 工 期
完 成 期 間

設 計 概 要

当 初 変 更 後 ( 最 新 )

検 査 実 施 検 査 員 立 会 人実 完 成

年 月 日

評

定

評定 点

1

10

2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

（完成検査）

主 任 監 督 員

工 事 名

年 月 日 初
検

項 目 細 別

①施工体制一般

②配置技術者

①施工管理

②工程管理

③安全対策

④対外関係

①出来形

②品 質

③出来ばえ

該当 事項

構造物等の品質粗悪

設計書・仕様書と相違

構造物等の全面的損壊

出来形過不足、品質等

許容値超過が小範囲、少数

特に軽易な場合

処置

手直完了後再検査

手直後に工事執行機関の長が確認

手直後に監督員による確認

CD

A1

A2

A3

B1

B2

C1

A A' B B' C

別記様式第１号

検査員所見

１．工事完成確認

２．口頭又は指示書による手直し事項

①施工条件等
への対応

＋ 点

施 工 体 制

施 工 状 況

出 来 形
及 び

出 来 ば え

創 意 工 夫

工 事 特 性

１

２

３

４

５

代 表 者 名

契 約 業 者 現 場 代 理 人 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

主 任 ( 監 理 ) 技 術 者 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

農政水産部長 総 括 次 長 技 術 次 長 農村計画課長 課 長 補 佐 担 当 ﾘ ｰ ﾀ ﾞ ｰ 担 当

６ 社 会 性 等

①創意工夫

①地域への
貢献等

D E

＋ 点

主 管 課 長 課 長 補 佐 工事検査課長 課 長 補 佐 工事検査専門員 検 査 員工 事 検 査 監

-2-

（工事執行機関の長へ提出するものは、その機関の決裁区分による）
（２）農政水産部



手 直 し 処 置 事 項

KJR338

工事検査結果復命書兼工事成績評定書
発注番号

所属コード 発注年度債務区分 科 目 （ 節 ） 工 事 番 号

第 - - - 号

所 属 名

工 事 の 種 類 総 括 監 督 員工 事 の 分 野県 事 業 名

路 河 港 等 名施 工 場 所

設 計 額 ( 円 )
着 工

当 初
変更後(最新)

契 約 額 ( 円 ) 契 約 工 期
完 成 期 間

設 計 概 要

当 初 変 更 後 ( 最 新 )

検 査 実 施 検 査 員 立 会 人実 完 成

年 月 日

評

定

評定 点

1

10

2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

（完成検査）

主 任 監 督 員

工 事 名

年 月 日 初
検

項 目 細 別

①施工体制一般

②配置技術者

①施工管理

②工程管理

③安全対策

④対外関係

①出来形

②品 質

③出来ばえ

該当 事項

構造物等の品質粗悪

設計書・仕様書と相違

構造物等の全面的損壊

出来形過不足、品質等

許容値超過が小範囲、少数

特に軽易な場合

処置

手直完了後再検査

手直後に工事執行機関の長が確認

手直後に監督員による確認

CD

A1

A2

A3

B1

B2

C1

A A' B B' C

別記様式第１号

課 長 補 佐 工事検査専門員 検 査 員

検査員所見

１．工事完成確認

２．口頭又は指示書による手直し事項

①施工条件等
への対応

工 事 検 査 監工事検査課長

＋ 点

施 工 体 制

施 工 状 況

出 来 形
及 び

出 来 ば え

創 意 工 夫

工 事 特 性

１

２

３

４

５

代 表 者 名

契 約 業 者 現 場 代 理 人 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

主 任 ( 監 理 ) 技 術 者 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

県土整備部長 総 括 次 長 技 術 次 長 技術企画課長 課 長 補 佐 担 当 ﾘ ｰ ﾀ ﾞ ｰ 担 当

６ 社 会 性 等

①創意工夫

①地域への
貢献等

D E

＋ 点

-3-

（工事執行機関の長へ提出するものは、その機関の決裁区分による）
（３）県土整備部



KJR328K

工事検査結果復命書兼工事成績評定書

発注番号

所属コード 発注年度債務 区分 科 目 （ 節 ） 工 事 番 号

第 - - - 号

所 属 名

工 事 の 種 類 総 括 監 督 員工 事 の 分 野県 事 業 名

路 河 港 等 名施 工 場 所

設 計 額 ( 円 )
着 工

当 初
変更後(最新)

契 約 額 ( 円 ) 契 約 工 期
完 成 期 間

設 計 概 要

当 初 変 更 後 ( 最 新 )

検 査 実 施 検 査 員 立 会 人実 完 成

年 月 日

評

定

施 工 体 制

評定点

1

10

2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

（中間・一部完成検査）

主 任 監 督 員

工 事 名

年 月 日 初
検

項 目 細 別

①施工体制一般

②配置技術者

施 工 状 況

出 来 形
及 び

出 来 ば え

創 意 工 夫

①施工管理

②工程管理

③安全対策

④対外関係

①出来形

②品 質

③出来ばえ

該当 事項

構造物等の品質粗悪

設計書・仕様書と相違

構造物等の全面的損壊

出来形過不足、品質等

許容値超過が小範囲、少数

特に軽易な場合

処置

手直完了後再検査

手直後に工事執行機関の長が確認

手直後に監督員による確認

CD

A1

A2

A3

B1

B2

C1

A A' B B' C

別記様式第２号

検査員所見

１．中間・一部完成確認

２．口頭又は指示書による手直し事項

工 事 特 性
①施工条件等
への対応

手直し処置事項

点

１

２

３

４

５

代 表 者 名

契 約 業 者 現 場 代 理 人 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

主 任 ( 監 理 ) 技 術 者 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

環境森林部長 総 括 次 長 技 術 次 長 自然環境課長 課 長 補 佐 担 当 ﾘ ｰ ﾀ ﾞ ｰ 担 当

検 査 員工事検査専門員課 長 補 佐工 事 検 査 監工事検査課長

点＋

①創意工夫

①地域への
貢献等

６ 社 会 性 等

D E

＋

-4-

（工事執行機関の長へ提出するものは、その機関の決裁区分による）（１）環境森林部



KJR328N

工事検査結果復命書兼工事成績評定書

発注番号

所属コード 発注年度債務 区分 科 目 （ 節 ） 工 事 番 号

第 - - - 号

所 属 名

工 事 の 種 類 総 括 監 督 員工 事 の 分 野県 事 業 名

路 河 港 等 名施 工 場 所

設 計 額 ( 円 )
着 工

当 初
変更後(最新)

契 約 額 ( 円 ) 契 約 工 期
完 成 期 間

設 計 概 要

当 初 変 更 後 ( 最 新 )

検 査 実 施 検 査 員 立 会 人実 完 成

年 月 日

評

定

施 工 体 制

評定点

1

10

2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

（中間・一部完成検査）

主 任 監 督 員

工 事 名

年 月 日 初
検

項 目 細 別

①施工体制一般

②配置技術者

施 工 状 況

出 来 形
及 び

出 来 ば え

創 意 工 夫

①施工管理

②工程管理

③安全対策

④対外関係

①出来形

②品 質

③出来ばえ

該当 事項

構造物等の品質粗悪

設計書・仕様書と相違

構造物等の全面的損壊

出来形過不足、品質等

許容値超過が小範囲、少数

特に軽易な場合

処置

手直完了後再検査

手直後に工事執行機関の長が確認

手直後に監督員による確認

CD

A1

A2

A3

B1

B2

C1

A A' B B' C

別記様式第２号

検査員所見

１．中間・一部完成確認

２．口頭又は指示書による手直し事項

工 事 特 性
①施工条件等
への対応

手直し処置事項

点

１

２

３

４

５

代 表 者 名

契 約 業 者 現 場 代 理 人 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

主 任 ( 監 理 ) 技 術 者 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

農政水産部長 総 括 次 長 技 術 次 長 農村計画課長 課 長 補 佐 担 当 ﾘ ｰ ﾀ ﾞ ｰ 担 当

点＋

①創意工夫

①地域への
貢献等

６ 社 会 性 等

D E

＋

検 査 員工事検査専門員課 長 補 佐工 事 検 査 監工事検査課長課 長 補 佐主 管 課 長

-5-

（工事執行機関の長へ提出するものは、その機関の決裁区分による）（２）農政水産部



KJR328

工事検査結果復命書兼工事成績評定書

発注番号

所属コード 発注年度債務 区分 科 目 （ 節 ） 工 事 番 号

第 - - - 号

所 属 名

工 事 の 種 類 総 括 監 督 員工 事 の 分 野県 事 業 名

路 河 港 等 名施 工 場 所

設 計 額 ( 円 )
着 工

当 初
変更後(最新)

契 約 額 ( 円 ) 契 約 工 期
完 成 期 間

設 計 概 要

当 初 変 更 後 ( 最 新 )

検 査 実 施 検 査 員 立 会 人実 完 成

年 月 日

評

定

施 工 体 制

評定点

1

10

2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

（中間・一部完成検査）

主 任 監 督 員

工 事 名

年 月 日 初
検

項 目 細 別

①施工体制一般

②配置技術者

施 工 状 況

出 来 形
及 び

出 来 ば え

創 意 工 夫

①施工管理

②工程管理

③安全対策

④対外関係

①出来形

②品 質

③出来ばえ

該当 事項

構造物等の品質粗悪

設計書・仕様書と相違

構造物等の全面的損壊

出来形過不足、品質等

許容値超過が小範囲、少数

特に軽易な場合

処置

手直完了後再検査

手直後に工事執行機関の長が確認

手直後に監督員による確認

CD

A1

A2

A3

B1

B2

C1

A A' B B' C

別記様式第２号

検査員所見

１．中間・一部完成確認

２．口頭又は指示書による手直し事項

工 事 特 性
①施工条件等
への対応

手直し処置事項

点

１

２

３

４

５

代 表 者 名

契 約 業 者 現 場 代 理 人 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

主 任 ( 監 理 ) 技 術 者 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

県土整備部長 総 括 次 長 技 術 次 長 技術企画課長 課 長 補 佐 担 当 ﾘ ｰ ﾀ ﾞ ｰ 担 当

検 査 員工事検査専門員課 長 補 佐工 事 検 査 監工事検査課長

点＋

①創意工夫

①地域への
貢献等

６ 社 会 性 等

D E

＋

-6-

（工事執行機関の長へ提出するものは、その機関の決裁区分による）（３）県土整備部



特 例 措 置

総合評価技術提案

３ 出 来 形
及  び

出 来 ば え

発注年度所 属 名所属コード

KJR348

別記様式第３号

執行機関の長総 括 次 長技 術 次 長

工事成績評定書（総括監督員）
発注No
XXX-XXXXX-XXXXX

債務区分 科 目 （ 節 ） 工 事 番 号

XXXXX ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＮＮＮＮＮ

XX ＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ第XXXX-XX-XX-XX号

県 事 業 名 工 事 の 分 野 工 事 の 種 類 主 任 監 督 員 総 括 監 督 員
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮ

工 事 名
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

施 工 場 所 路 河 港 等 名
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ

契 約 業 者 現 場 代 理 人 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮ

代 表 者 名 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者
ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮ

設 計 額 ( 円 ) 契 約 額 ( 円 ) 契 約 工 期
着 工 完 成 期 間

99,999,999,999
99,999,999,999

99,999,999,999
99,999,999,999 99.99.99

99.99.99 99.99.99
99.99.99 9999

9999

設 計 概 要

当 初

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

変 更 後 ( 最 新 )

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

総 括 監 督 員
ＮＮＮＮＮＮＮＮ

評

定

項 目 細 別 A A' B B' C D E

１

当 初
変更後(最新)

２

４

５

６

施 工 体 制

施 工 状 況

工 事 特 性

創 意 工 夫

社 会 性 等

①施工体制一般

②配置技術者

①施工管理

②工程管理

③安全対策

④対外関係

①出来形

②品 質

③出来ばえ

①施工条件等
への対応

①創意工夫

①地域への
貢献等

＋

＋

点

点 評定点

999.9

総 務 課 長主 管 課 長担 当 主 幹総括監督員

法 令 遵 守 等 － 点

該当措置内容

入札参加資格停止３ヶ月以上

入札参加資格停止２週間以上１ヶ月未満

入札参加資格停止２ヶ月以上３ヶ月未満

入札参加資格停止１ヶ月以上２ヶ月未満

口頭注意

口頭注意以上の処分が行われなかった場合

文書注意

その他

理由：

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ２０

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ２０

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ２０

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ２０

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ２０

点



KJR349K

工事成績評定書
発注No

所属コード 発注年度債務 区分 科 目 （ 節 ） 工 事 番 号

第 - - - 号

所 属 名

工 事 の 種 類 総 括 監 督 員工 事 の 分 野県 事 業 名

路 河 港 等 名施 工 場 所

設 計 額 ( 円 )
着 工

当 初
変更後(最新)

契 約 額 ( 円 ) 契 約 工 期
完 成 期 間

設 計 概 要

当 初 変 更 後 ( 最 新 )

主 任 監 督 員

評

定

評定点

1

10

2
3
4
5
6
7
8
9

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

（主任監督員）

主 任 監 督 員

工 事 名

項 目 細 別

①施工体制一般

②配置技術者

①施工管理

②工程管理

③安全対策

④対外関係

①出来形

②品 質

③出来ばえ

A B C D E

別記様式第４号

①施工条件等
への対応

＋ 点

施 工 体 制

施 工 状 況

出 来 形
及 び

出 来 ば え

創 意 工 夫

工 事 特 性

１

２

３

４

５

代 表 者 名

契 約 業 者 現 場 代 理 人 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

主 任 ( 監 理 ) 技 術 者 主 任 ( 監 理 ) 技 術 者

執行機関の長 総 括 次 長 技 術 次 長 総 務 課 長 主 管 課 長 担当 ﾘ ｰ ﾀ ﾞ ｰ 主 任監督員

＋ 点

６ 社 会 性 等

①創意工夫

①地域への
貢献等

-8-



様式第5号

執行機関の長 次  長 課  長 担当リーダー 担  当

工　事　成　績　評　定　表

　下記のとおり、宮崎県工事成績評定要領に基づき評定した結果を、工事成績評定通知書

（別記様式第６号）により通知してよろしいか。

記

　　　　　年度　　　　第　　　　　号
　　　　　　　　　　　　　　　　　工事

　 　　　　　　
　着　工 　　　　年　　月　　日
　完　成 　　　　年　　月　　日

　 　　 　　　

３　完成年月日 　　　　年　　月　　日

４　完成検査年月日 　　　　年　　月　　日

５　受注者名称 　
代表者氏名
　

６　主任監督員氏名・評定点 点

７　総括監督員氏名・評定点 点

（１回）
８　中間検査員氏名・ （２回）

評定点（平均点） （３回）
（４回）
（５回）

９　完成検査員氏名・評定点 点

10　法令遵守等 － 点

10-2　特例措置 点

11  総合評定点 　 点
　（項目別評定点は別紙のとおり）

（注）中間検査の回数が６回以上になる場合は、適宜補正して使用する。

１　工　事　名

２　工　　　期

点



（公表用）

様式第６号

文 書 番 号

年 月 日

（ 受 注 者 ）

商号又は名称

代表者氏名 殿

（工事執行機関の長）

工事成績評定通知書

貴社が受注した工事について、宮崎県工事成績評定要領に基づき評定した結果を通知し

ます。

なお、評定結果に疑問があるときは、通知を受けた日の翌日から起算して10日（宮崎県

の休日を定める条例第２条に規定する休日を除く。）以内に、書面（請求年月日、請負者

名、工事名及び疑問の内容を記載）により、工事執行機関の長に対して、評定の内容につ

いて説明を求めることができます。

疑問に対する説明は書面により回答します。

記

１ 工事名 年度 第 号

工 事

着 工 年 月 日

２ 工 期

完 成 年 月 日

３ 完 成 年 月 日 年 月 日

４ 完成検査年月日 年 月 日

５ 総合評定点 点 （項目別評定点は別紙のとおり）

（修正評定点） （ 点）【総合評定点が修正された場合のみ】



（受注者用）
様式第６号

文 書 番 号
年 月 日

（ 受 注 者 ）
商号又は名称

代表者氏名 殿

（ 工事執行機関の長 ）

工事成績評定通知書

貴社が受注した工事について、宮崎県工事成績評定要領に基づき評定した結果を通知し
ます。
なお、評定結果に疑問があるときは、通知を受けた日の翌日から起算して10日（宮崎県

の休日を定める条例第２条に規定する休日を除く。）以内に、書面（請求年月日、請負者
名、工事名及び疑問の内容を記載）により、工事執行機関の長に対して、評定の内容につ
いて説明を求めることができます。
疑問に対する説明は書面により回答します。

記

１ 工事名 年度 第 号
工 事

着 工 年 月 日
２ 工 期

完 成 年 月 日

３ 完 成 年 月 日 年 月 日

４ 完成検査年月日 年 月 日

５ 総合評定点 点 （項目別評定点は別紙のとおり）
（修正評定点） （ 点）【総合評定点が修正された場合のみ】

６ 業種

現場代理人 主任（監理）技術者

７ 配置技術者※

主任（監理）技術者 主任（監理）技術者

※工事の完成時点における配置技術者を表示。



別紙

評　価　項　目 細　別

１　施工体制 Ⅰ　施工体制一般

/3.3点

Ⅱ　配置技術者

/4.1点

２　施工状況 Ⅰ　施工管理

/13.0点

Ⅱ　工程管理

/8.1点

Ⅲ　安全対策

/8.8点

Ⅳ　対外関係

/3.7点

３　出来形及び出来ばえ Ⅰ　出来形

/14.9点

Ⅱ　品質

/17.4点

Ⅲ　出来ばえ

/8.5点

４　工事特性 Ⅰ　施工条件等への

　　対応 /7.3点

５　創意工夫 Ⅰ　創意工夫

/5.7点

６　社会性等 Ⅰ　地域への貢献等

/5.2点

７　法令遵守等

７－２　特例措置

/100点

※総合評定点は四捨五入し整数とする。

評定点/満点

項　目　別　評　定　点　表

総合評定点

　

工事名　　



様式第７号

文 書 番 号

年 月 日

（ 受 注 者 ）

商号又は名称

代表者氏名 殿

（ 工事執行機関の長 ）

工事成績評定に係る説明書（回答）

年 月 日付けで貴社から説明を求められた評定の内容について、下記の

とおり回答します。

記

１ 工事名 第 号 工事

２ 疑問に対する回答


